
　
新
冠
町
開
町
1
3
0
年

　
　
町
制
施
行
　
年
記
念
式
典
　

50

　
　
　
～
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
想
い

　
　
　
　
　
　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
～

●2

治
　
年
9
月
に
新
冠
郡
高
江
村
外
十
カ

14
村
戸
長
役
場
が
高
江
村
に
設
置
さ
れ
、

こ
の
日
を
開
町
と
定
め
て
か
ら
1
3
0
年
。
昭

和
　
年
9
月
に
町
制
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
　
年
。

36

50

そ
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
祝
う
式
典
が
、

9
月
1
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
、
会
場
に
は
関
係
者
や
町
民
約
2
0
0
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
小
竹
町
長
が

「
厳
し
い
自
然
環

境
の
中
、
数
々
の
困
難
に
立
ち
向
か
い
不
屈
の

開
拓
精
神
を
も
っ
て
、
今
日
の
新
冠
町
の
礎
を
築

い
た
先
人
の
苦
労
と
偉
業
に
対
し
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
」
と
新
冠
町
の
1
3
0
年
間
を
振
り
返

り
、
「
先
人
の
開
拓
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
た
く
ま

し
く
未
来
に
向
か
っ
て
躍
進
す
る
町
を
つ
く
る
」

と
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
冠
町
発
展
の
基
礎
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
末
永
く
顕
彰

す
る
た
め
、
特
別
功
労
賞
及
び
特
別
善
行
賞
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明

●3

特
別
自
治
功
労
賞

　
佐
々
木
　
正
さ
ん
　
　
　
歳

（大
富
）

85

　
　
議
会
議
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
振
興
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多

　
　
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
稗
田
　
龍
太
さ
ん
　
　
　
歳

（節
婦
町
）

85

　
　
議
会
議
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
振
興
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多

　
　
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
妹
尾
　
壽
一
さ
ん
　
　
　
歳

（本
町
）

74

　
　
議
会
議
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
振
興
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多

　
　
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
和
田
　
豊
美
さ
ん
　
　
　
歳

（新
栄
）

85

　
　
農
業
委
員
及
び
議
会
議
員
と
し
て
、
農
地
行
政
の
振
興
と
住
民
福

　
　
祉
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
故
 大
澤
　
鉅
さ
ん
　
　
　
　
（北
星
町
）

　
　
農
業
委
員
と
し
て
、
農
地
行
政
の
振
興
と
町
勢
の
発
展
に
多
大
の

　
　
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
宮
坂
　
義
�
さ
ん
　
　
　
歳

（中
央
町
）

85

　
　
教
育
委
員
及
び
公
平
委
員
と
し
て
、
教
育
行
政
の
充
実
と
地
方
自

　
　
治
の
振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
林
　
武
さ
ん
　
　
　
　
　
歳

（泉
）

79

　
　
消
防
団
員
と
し
て
、
消
防
体
制
の
強
化
・
充
実
と
地
域
の
振
興
発

　
　
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
眞
野
　
康
彦
さ
ん
　
　
　
歳

（太
陽
）

69

　
　
消
防
団
員
と
し
て
、
消
防
体
制
の
強
化
・
充
実
と
地
域
の
振
興
発

　
　
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
　

　
林
　
　
健
一
さ
ん
　
　
　
歳

（節
婦
町
）

68

　
　
消
防
団
員
と
し
て
、
消
防
体
制
の
強
化
・
充
実
と
地
域
の
振
興
発

　
　
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
　

特
別
産
業
功
労
賞

　
庄
司
　
久
さ
ん
　
　
　
　
歳

（太
陽
）

85

　
　
黒
毛
和
種
飼
養
技
術
の
向
上
と
普
及
に
尽
力
さ
れ
、
産
地
定
着
化

　
　
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
�
田
　
貢
さ
ん
　
　
　
　
歳

（節
婦
町
）

84

　
　
漁
業
近
代
化
と
組
合
員
の
経
営
安
定
に
尽
力
さ
れ
、
漁
業
振
興
に

　
　
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
淺
川
　
豊
さ
ん
　
　
　
　
歳

（東
泊
津
）

67

　
　
農
協
組
織
の
強
化
と
農
業
生
産
基
盤
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
農
業

　
　
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

特
別
社
会
福
祉
功
労
賞

　
井
上
　
達
也
さ
ん
　
　
　
歳

（中
央
町
）

67

　
　
無
歯
科
医
地
区
の
解
消
と
歯
科
医
療
を
通
じ
、
町
民
の
健
康
保
持

　
　
と
地
域
医
療
の
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

特
別
生
活
文
化
功
労
賞

　
寺
田
　
孝
男
さ
ん
　
　
　
歳

（東
町
）

74

　
　
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域
活
動
に
努
め
ら
れ
、
会
員
の
生
活
向
上

　
　
と
福
祉
増
進
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
鷹
觜
　
�
夫
さ
ん
　
　
　
歳

（本
町
）

74

　
　
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域
活
動
に
努
め
ら
れ
、
会
員
の
生
活
向
上

　
　
と
福
祉
増
進
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

特
別
顕
彰

　
故
 岡
　
　
裕
さ
ん
　
　
　
　
（泉
）

　
　
町
長
と
し
て
、
町
勢
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
の
貢
献

　
　
を
さ
れ
ま
し
た

　
故
 斉
藤
　
五
月
男
さ
ん
　
　
（高
江
）

　
　
議
会
議
長
と
し
て
、
町
勢
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
の

　
　
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
故
 藤
�
　
隆
一
さ
ん
　
　
　
（節
婦
町
）

　
　
議
会
議
長
と
し
て
、
町
勢
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
の

　
　
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

特
別
善
行
賞

　
髙
橋
　
キ
ク
ヱ
さ
ん
　
　
歳

（本
町
）

85

　
　
町
勢
の
振
興
発
展
の
た
め
、
多
額
の
財
産
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た

東
京
新
冠
会
か
ら

車
イ
ス
3
台
寄
贈

　
開
町
1
3
0
年
町
制
施
行
　
年
50

を
記
念
し
、
東
京
新
冠
会
か
ら
車

イ
ス
3
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
新
冠
会
は
、
関
東
在
住
の

新
冠
町
出
身
者
で
、
昭
和
　
年
に

60

結
成
さ
れ
、
今
年
で
　
周
年
を
迎

27

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
車
イ
ス
は
、
役
場

庁
舎
、
新
冠
町
国
保
診
療
所
、
レ
・

コ
ー
ド
館
に
置
か
れ
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

▲東京新冠会高橋会長より目録を受け取る小竹町長


